
日
本
一
の
子
育
て
応
援
都
市
を
目
指
し
て

　

昨
年
８
月
18
日
〜
23
日
の
６
日
間
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
線

（
姫
路
︱

広
島
間
）と
瀬
戸
大
橋
線（
岡
山
︱

高
松
間
）

の
車
内
に
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
仲
良
く
押
す
若
夫
婦
の

写
真
に
「
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
あ
い
お
い　

子
育
て
応
援
都
市

宣
言
」「
住
め
ば
シ
ア
ワ
セ
広
が
る
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
が
踊
る
車
内
吊
り
お
よ
び
壁
貼
り
ポ
ス
タ
ー
計

３
０
０
枚
が
お
目
見
え
し
、
話
題
に
な
っ
た
。

　

そ
の
同
時
期
、
Ｊ
Ｒ
相
生
駅
前
で
は
「
あ
い
お
い
が

暮
ら
し
や
す
い
11
の
鍵
」（
表
紙
は
車
内
吊
り
ポ
ス

タ
ー
と
同
じ
絵
柄
）
と
題
し
た
「
相
生
市
へ
の
定
住
の

誘
い
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
う
ち
わ
が
、
谷
口
芳
紀
相

生
市
長
率
い
る
Ｐ
Ｒ
隊
の
手
で
配
ら
れ
た
ほ
か
、
市

内
全
戸
に
も
配
布
さ
れ
た
。
ま
た
同
様
の
内
容
の
誘

い
を
姫
路
市
・
神
戸
市
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
Ｊ
Ｒ

網
干
駅
の
電
飾
看
板
に
も
掲
示
す
る
な
ど
、
子
育
て

支
援
を
は
じ
め
と
す
る
相
生
市
の
魅
力
発
信
と
定
住

促
進
の
Ｐ
Ｒ
が
多
角
的
か
つ
集
中
的
に
展
開
さ
れ
た
。

　

周
辺
市
町
の
住
民
や
通
勤
・
通
学
客
な
ど
へ
の
直

接
的
な
訴
求
効
果
を
主
な
狙
い
と
す
る
こ
れ
ら
一
連

の
Ｐ
Ｒ
作
戦
は
、
昨
年
４
月
に
誕
生
し
た
ば
か
り
の

相
生
市
定
住
促
進
室
（
企
画
管
理
部
）
の
企
画
で
実

現
し
た
も
の
だ
。
４
月
の
発
足
か
ら
わ
ず
か
３
〜
４

カ
月
程
度
の
準
備
期
間
を
経
て
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と

を
実
現
す
る
の
は
、
正
直
、
大
変
な
作
業
だ
っ
た
だ

ろ
う
。

　

定
住
促
進
室
に
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る

と
、
今
回
は
と
に
か
く
相
生
市
が
日
本
一
を
目
指
す

「
子
育
て
応
援
都
市
宣
言
」
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
、
若
い
世
代
の
移
住
お
よ
び
定
住
促
進
に

強
い
意
志
を
持
っ
て
動
き
始
め
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
が
最
大
の
目
的
だ
っ
た
─
─
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
そ
れ
を
具
体
的

な
効
果
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
作
戦
立
案
の
動
き

も
、
定
住
促
進
室
を
中
心
に
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
相
生
市
の
定

住
促
進
事
業（
相
生
市
活
力
上
昇
計
画
）は
定
住
促
進

室
の
発
足
と
同
じ
く
昨
年
４
月
１
日
付
で
発
信
さ
れ

た「
子
育
て
応
援
都
市
宣
言
」に
基
づ
く
、
数
々
の
子

育
て
支
援
事
業
と
の
セ
ッ
ト
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

前
述
の「
あ
い
お
い
が
暮
ら
し
や
す
い
11
の
鍵
」は
そ

の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
い
え
る
が
、
具
体
的
な
主
要
項
目

は
次
の
通
り
だ
。

・
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
新
婚
世
帯
に

は
、３
年
間
に
わ
た
っ
て
家
賃
を
毎
月
１
万
円
補
助
。

・
市
外
か
ら
転
入
し
て
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
す

る
世
帯
に
は
30
万
円
の
奨
励
金
を
進
呈
。

・
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
は
無
料
。
私
立
幼
稚
園
・

保
育
所
の
保
育
料
に
は
毎
月
８
０
０
０
円
を
限
度

に
支
援
。

・
子
ど
も
が
誕
生
し
た
世
帯
に
は
子
育
て
応
援
券

３
万
６
０
０
０
円
分
を
進
呈
（
延
長
保
育
や
予
防

接
種
な
ど
の
利
用
券
と
し
て
３
歳
に
な
る
ま
で
使

用
可
）。

・
相
生
市
在
住
の
市
民
が
出
産
し
た
場
合
に
は
お
祝

い
金
５
万
円
を
進
呈
。

・
15
歳
ま
で
の
医
療
費
は
完
全
無
料（
所
得
制
限
あ
り
）。

・
市
立
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
・
中
学
校
の
給
食
費

完
全
無
料
化
。

・
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
の
実
施
。

　

既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
子
育
て
支
援

の
最
大
の
目
玉
は「
市
立
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
・
中

学
校
の
給
食
費
の
無
料
化
施
策
」
だ
ろ
う
。
昨
年
１

月
20
日
付
で
こ
の
施
策
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
全

国
の
自
治
体
関
係
者
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所（
３
歳
以
上
）か
ら
中
学
ま
で
の

給
食
費
無
料
化
の
前
例
は
山
口
県
和
木
町
（
人
口

６
６
０
０
人
）
に
あ
る
も
の
の
、
市
レ
ベ
ル
で
は
全

国
初
の
試
み
だ
。
相
生
市
で
は
給
食
費
無
料
化
を
は

じ
め
と
す
る
施
策
遂
行
の
た
め
、
約
25
億
円
の
財
政

調
整
基
金（
平
成
23
年
度
）の
一
部
を
取
り
崩
す
な
ど

の
緊
急
措
置
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
る
な
ど
、
試

行
錯
誤
の
末
に
予
算
案
を
作
成
。
予
算
審
議
が
さ
れ

た
昨
年
３
月
の
市
議
会
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

財
源
問
題
や
若
者
世
代
に
特
化
し
た
感
の
あ
る
予
算

配
分
な
ど
が
論
議
の
的
に
な
っ
た
。

　

谷
口
市
長
は
そ
の
際
、「
若
者
た
ち
が
魅
力
を
感

じ
て
く
れ
る
よ
う
な
積
極
的
な
子
育
て
支
援
を
行

い
、
若
い
定
住
人
口
を
増
や
す
と
い
う
事
業
は
、
何

も
若
者
た
ち
の
利
益
を
図
る
こ
と
だ
け
が
目
的
な
の

で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
が
活
性
化
す

る
。
若
い
世
代
に
活
力
が
生
ま
れ
れ
ば
地
域
が
よ
り

魅
力
的
に
な
り
、
中
高
年
世
代
も
活
気
づ
く
。
地
域

が
元
気
に
な
れ
ば
新
た
な
産
業
の
興
る
呼
び
水
と
し

て
の
期
待
も
高
ま
る
。
人
口
減
少
で
じ
り
貧
に
な
り

か
か
っ
て
い
た
故
郷
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
再
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
の

市
民
の
た
め
の
事
業
な
の
で
す
」
と
の
姿
勢
を
明
確

に
示
し
、
よ
う
や
く
理
解
を
得
ら
れ
た
と
い
う
。

　

財
源
が
続
く
の
か
と
い
う
疑
問
は
、
市
民
と
の
対

話
集
会
（
コ
ス
モ
ス
ト
ー
ク
。
谷
口
市
長
は
市
内
各

地
区
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
）
に
お
い
て
も
、
た
び

た
び
挙
が
っ
た
と
い
う
。

　
「
そ
う
い
う
と
き
に
私
が
お
答
え
し
て
い
る
の
は
、

例
え
ば
相
生
市
の
今
年
度
の
総
予
算
は
約
１
１
７
億

円
で
す
が
、
給
食
費
の
無
料
化
に
話
を
絞
れ
ば
そ
れ

に
要
す
る
予
算
は
約
１
億
１
０
０
０
万
円
、
つ
ま
り

全
体
の
１
％
で
す
。
だ
か
ら
た
と
え
財
政
が
苦
し
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
ほ
か
の
事
業
の
組
み
立
て
を
工

夫
す
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
。
こ
の
事
業
に
掛
け
る

予
算
は
固
定
経
費
と
し
て
、
何
が
あ
っ
て
も
ず
っ
と

実
行
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
」（
谷
口
市
長
）

　

ま
さ
に
不
退
転
の
決
意
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

（兵庫県）

子
育
て
支
援
で
魅
力
向
上

定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
す

市 政 ル ポ 相
あ い お い

生市

谷
たにぐち

口芳
よ し き

紀
相生市長

電車で姫路から20分、神戸から60分の至便さも魅力！
相生への定住促進PR大作戦には谷口市長も率先して参加

（相生駅前）

相生湾のカキいかだで養殖され、水揚げされる相生のカキは高品質
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（兵庫県）

財
政
健
全
化
へ
の
努
力
と 

人
口
減
少
化
脱
却
へ
の
思
い

　

人
口
減
少
に
悩
む
自
治
体
は
全
国
に
数
多
い
。
そ

の
た
め
の
対
策
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
、
周
辺
地
区
に
暮
ら
す
不
特
定

多
数
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
相
生
市
の
Ｐ
Ｒ
手
法
は

実
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

　

ま
た
意
表
を
突
い
た
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
作
戦
は
地
域

の
み
な
ら
ず
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
相
生

市
の
子
育
て
支
援
策
の
具
体
的
な
内
容
や
、
若
者
世

代
の
定
住
促
進
へ
の
強
い
思
い
は
、
一
躍
、
市
民
は

も
と
よ
り
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
人
口
減
に
悩
む
全
国
の
自
治
体

か
ら
の
視
察
が
急
増
し
た
。

　
「
例
年
で
し
た
ら
相
生
市
へ
の
視
察
は
議
員
視
察
が

年
間
で
数
件
と
い
っ
た

感
じ
で
し
た
が
、
昨
年

は
６
月
か
ら
11
月
ま

で
の
半
年
間
だ
け
で
、

議
員
視
察
並
び
に
市

町
村
の
視
察
が
20
件

に
も
上
り
ま
し
た
。
岐

阜
県
山
県
市
か
ら
は

議
長
は
じ
め
14
人
も

の
市
議
さ
ん
が
訪
ね
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

議
会
ぐ
る
み
の
視
察
へ

の
対
応
は
私
も
初
め
て

の
経
験
で
し
た
」
と
谷

口
市
長
も
驚
く
。

　

さ
ら
に
「
昨
年
行
っ
た
よ
う
な

Ｐ
Ｒ
作
戦
が
実
際
の
定
住
人
口
の

増
加
、
人
口
減
対
策
に
ど
の
程
度

結
び
つ
く
か
否
か
は
予
断
を
許
し

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま
だ
決
定
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
来
年
度
は

も
っ
と
積
極
的
に
、
例
え
ば
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
を
や
る
の
も
い
い
と
考
え

て
い
る
ほ
ど
で
す
。
こ
う
い
う
こ

と
は
中
途
半
端
に
や
る
と
か
え
っ

て
失
敗
し
ま
す
か
ら
」と
、
谷
口
市

長
は
よ
り
一
層
の
積
極
姿
勢
を
崩

さ
な
い
。

　

相
生
市
が
こ
の
よ
う
に
思
い
切
っ
た
作
戦
を
展
開

す
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
相
生
市
の
深
刻
な
人
口

減
少
の
現
実
が
あ
り
、
ま
た
５
年
間
に
わ
た
る
第
1

期
行
財
政
健
全
化
計
画
の
成
果
が
あ
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
相
生
市
は
か
つ
て

石
川
島
播
磨
重
工
業
㈱
（
現
㈱
I
H
I
）
の
企
業
城

下
町
と
し
て
繁
栄
し
た
。
典
型
的
な
重
厚
長
大
、
構

造
不
況
業
種
の
筆
頭
と
も
い
う
べ
き
造
船
業
の
ま

ち
と
し
て
発
展
し
て
き
た
相
生
市
の
人
口
は
、
昭
和

49
年
度
の
約
４
万
２
０
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
降
下

を
続
け
、
現
在
は
約
３
万
１
０
０
０
人
。
兵
庫
県
の

試
算
で
は
、
こ
の
ま
ま
何
も
対
策
を
実
施
し
な
け
れ

ば
平
成
52
年
度
に
は
２
万
人
を
切
る
と
の
予
測
が

あ
る
。

　

高
齢
化
率
も
現
在
約
29
％
で
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度
末
に
は
約
35
％
に
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
平
成
22
年
国
勢
調
査

で
は
、
相
生
市
の
人
口
に
占

め
る
15
歳
以
下
の
比
率
が
県

下
で
も
最
低
に
近
い
11
・
６
％

に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
数
年
後

に
市
民
の
３
分
の
１
が
65
歳

以
上
に
な
る
の
に
対
し
、
15

歳
以
下
は
市
民
の
１
割
を
切

る
恐
れ
さ
え
あ
り
ま
す
。
相

生
市
で
は
平
成
18
年
度
か
ら

５
年
計
画
の
第
１
期
行
財
政

健
全
化
計
画
を
実
施
し
、
平

成
22
年
度
予
算
は
平
成
17
年
度
の
総
予
算
か
ら

27
億
６
０
０
０
万
円（
全
体
の
20
％
）の
削
減
を
達
成

し
ま
し
た
。
昨
年
３
月
に
議
会
に
出
し
た
給
食
費
無

料
化
な
ど
を
含
む
23
年
度
の
予
算
案
は
、
そ
の
５
年

間
の
第
１
期
行
財
政
健
全
化
を
果
た
し
た
後
の
、
第

２
期
行
財
政
健
全
化
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
た
め
の
予

算
案
で
も
あ
る
わ
け
で
す
」（
谷
口
市
長
）

　

ち
な
み
に
削
減
さ
れ
た
27
億
６
０
０
０
万
円
の
内

訳
は
、「
投
資
的
事
業
の
見
直
し
」（
約
20
億
円
の
削

減
）が
一
番
大
き
く
、
次
い
で「
職
員
数
等
の
人
件
費

削
減
」（
43
人
で
約
３
億
５
０
０
０
万
円
削
減
）、
さ

ら
に
は
「
繰
上
償
還
等
に
よ
る
市
債
残
高
の
削
減
」

「
下
水
管
理
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
業
務
等
の
民
間
委

託
」な
ど
で
あ
る
。

　

予
算
総
額
の
削
減
に
ほ
ぼ
専
念
し
た
５
年
間
の
第

１
期
行
財
政
健
全
化
計
画
の
目
標
を
達
成
し
た
現

在
、
第
２
期
行
財
政
健
全
化
計
画
で
は
、
全
体
的
な

引
き
締
め
傾
向
は
維
持
し
な
が
ら
も
、
将
来
の
相
生

市
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
。
そ
れ

が
相
生
市
の
目
下
最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
化

か
ら
の
脱
却
、
将
来
に
向
け
た
若
い
人
的
資
源
の
獲

得
を
目
的
と
す
る
子
育
て
応
援
施
策
お
よ
び
定
住
促

進
事
業
な
の
だ
。

　
「
今
年
度
の
総
予
算
は
約
１
１
７
億
円
で
す
が
、

こ
れ
は
昨
年
度
比
４
・
４
％
（
４
億
９
０
０
０
万
円
）

増
と
い
う
こ
と
で
、
一
般
会
計
で
は
９
年
ぶ
り
の
予

算
増
に
な
り
ま
し
た
。
財
政
健
全
化
の
５
年
間
の
辛

抱
の
時
期
を
経
て
、
こ
れ
か
ら
は
選
択
と
集
中
で
問

題
点
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
解
決
す
る
方
向
性
も
打
ち

出
そ
う
と
い
う
方
針
の
下
に
行
っ
た
積
極
的
予
算
な

の
で
す
」（
谷
口
市
長
）

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
化

が
ダ
ブ
ル
で
進
行
し
つ
つ
あ
る

現
状
だ
か
ら
こ
そ
、
将
来
の
相

生
市
を
元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
単
な
る
人
口

増
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
子
育

て
を
始
め
る
、
あ
る
い
は
現
在

子
育
て
中
の
世
代
を
明
確
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
第
１
期

行
財
政
健
全
化
計
画
の
成
功
が
、

行
財
政
改
革
の
不
断
の
推
進
と

と
も
に
将
来
的
な
飛
躍
へ
の
布

石
も
打
て
る
状
況
へ
と
、
相
生

市
を
導
い
た
と
い
え
る
。

子
育
て
応
援
と
定
住
化 

促
進
の
今
後

　

定
住
促
進
室
で
は
来
年
度
の
定
住
促
進
策
の
参
考

資
料
と
し
て
、
昨
年
実
施
し
た
各
種
事
業
の
認
知
度

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど

で
行
っ
た
（
回
答
者
の
世
代
は
20
代
〜
80
代
、
住
所

地
は
判
明
し
た
だ
け
で
６
市
２
町
に
及
ぶ
）。
そ
の

結
果
、
相
生
市
が「
子
育
て
応
援
都
市
宣
言
」を
行
っ

た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
は
、
相
生
市
民
の
69
％
、

市
外
か
ら
の
来
訪
者
の
29
・
２
％
だ
っ
た（
平
均
54
・

５
％
）。

　

定
住
促
進
の
た
め
の
列
車
内
そ
の
ほ
か
の
広
告
な

ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
作
戦
を
知
っ
て
い
た
人
は
、
市
民
で

は
96
・
４
％
の
高
率
に
上
り
、
市
外
か
ら
の
来
訪
者

は
25
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

ま
た
定
住
促
進
の
た
め
の

各
種
事
業
（
前
出
）
の
認
知
度

で
は
、
や
は
り
給
食
費
無
料

化
の
認
知
度
が
最
も
高
く（
市

民
85
・
７
％
、
市
外
31
・

３
％
）、
次
い
で
保
育
料
軽
減

や
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡

大
で
、
新
婚
世
帯
家
賃
補
助

金
交
付
事
業
な
ど
に
も
、
ま

ず
ま
ず
の
関
心
が
示
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。

　

重
要
な
の
は
相
生
市
の
実

施
す
る
そ
れ
ら
の
事
業
が
、

子
育
て
支
援
お
よ
び
定
住
人

口
増
加
の
促

進
に
効
果
が

あ
る
か
と
い

う
質
問
に
対

す
る
回
答
だ

ろ
う
。
市
民

の
85
・
７
％
、

市
外
の
89
・

６
％
の
回
答

が「
イ
エ
ス
」だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
設
問
に
対
す
る
市

外
の
回
答
者
に
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ

て
初
め
て
、
相
生
市
が「
子
育
て
応
援
都
市
宣
言
」の

下
に
数
々
の
施
策
・
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
定

住
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
人
が
多

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
効
果
に
対
し
て
肯
定

的
な
回
答
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
ら
の
事
業
が
非
常
に
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
例
え
ば
市
内
の
住
宅
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
話
を
聞

き
ま
し
て
も
、
市
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
昨
年
夏

か
ら
結
構
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
実
績
と

な
っ
て
現
れ
る
の
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
が
、

少
な
く
と
も
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
の
は
確
か
な

事
実
の
よ
う
で
す
」（
谷
口
市
長
）

　

相
生
市
の
人
口
は
、
実
は
平
成
23
年
度
も
毎
月
の

よ
う
に
減
り
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
各
種
の
Ｐ
Ｒ

作
戦
を
実
施
し
た
後
の
昨
年
10
月
の
人
口
は
23
年
度

に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
プ
ラ
ス（
16
人
増
）に
転
じ
て

い
る
。
し
か
も
４
月
以
降
毎
月
、
母
子
健
康
手
帳
の

発
行
が
過
去
10
年
間
で
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
総
人

市民対話集会（コスモストーク）は市長・職員にとって絶好の情報収集の場

毎年１月に開催される「相生かきまつり」は冬の風物詩

静かな相生湾に立地する船舶ドック

アスファルトを破って育った大根として評判
になった「ど根性大根の大ちゃん」の人気は今
も健在
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口
に
対
す
る
若
者
の
比
率
が
増
え
る
可
能
性
が
見
え

て
き
た
の
も
嬉
し
い
兆
候
と
い
え
る
。

　

給
食
費
無
料
化
事
業
は
、
親
た
ち
に
と
っ
て
は
も

ち
ろ
ん
、
学
校
教
育
の
現
場
に
お
い
て
も
大
歓
迎
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「
現
在
は
デ
フ
レ
不
況
の
時
代
で
す
か
ら
、
ご
承

知
の
よ
う
に
全
国
的
に
給
食
費
の
未
納
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
相
生
市
も
そ
の
傾
向
は
同
様
で
し
た
が
、

給
食
費
を
無
料
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
ん
な
が

平
等
に
、
胸
を
張
っ
て
給
食
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
」（
谷
口
市
長
）

　

教
職
員
に
と
っ
て
給
食
費
の
未
納
者
の
扱
い
は
非

常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
校
長
や
教
頭
、
担
任
教

師
が
立
て
替
え
て
支
払
っ
た
例
も
少
な
く
な
い
と
聞

く
が
、
相
生
市
で
は
そ
の
よ
う
な
悩
み
は
も
は
や
解

消
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
幼
稚
園
・
保
育
所
か
ら
小
・
中
学
校
ま
で

給
食
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
産
地
消
を
ベ
ー
ス

と
す
る
食
育
に
も
全
体
的
な
計
画
を
基
に
取
り
組
め

る
こ
と
と
な
る
。
谷
口
市
長
は
ゆ
く
ゆ
く
、
地
域
で

採
れ
た
す
べ
て
の
食
材
に
生
産
者
の
名
前
を
冠
し
、

市
内
の
誰
が
作
っ
て
く
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
へ

の
感
謝
の
念
の
醸
成
も
図
り
た
い
と
す
る
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
は
給
食
費
を
支
払
い
た
い
意
思

は
あ
っ
て
も
生
活
面
の
困
窮
な
ど
か
ら
支
払
え
な

か
っ
た「
善
意
の
未
納
者
」に
と
っ
て
は
、
給
食
費
の

悩
み
が
解
消
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
地
域
愛
が
芽

生
え
る
契
機
と
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
は

人
的
資
源
の
新
た
な
醸
成
に
も
つ
な
が
る
わ
け
で
、

「
前
向
き
に
立
て
ら
れ
た
予
算
の
大
切
さ
」
を
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
視
察
が

殺
到
す
る
の
も
十
分
に
納
得
で
き
る
事
例
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

市
制
70
周
年
、 

ペ
ー
ロ
ン
競
漕
伝
来
90
周
年
に
向
け
て

　

こ
の
よ
う
に
子
育
て
支
援
と
定
住
促
進
を
柱
に
、

地
域
の
活
力
上
昇
を
目
指
す
第
２
期
行
財
政
健
全
化

計
画
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
相
生
市
は
、

今
年
、
市
制
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

　

そ
の
た
め
の
記
念
事
業
は
現
在
計
画
中

だ
が
、
相
生
市
民
に
と
っ
て
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
楽
し
み
で
も
あ
る
５
月
の

「
相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭
」（
ペ
ー
ロ
ン
競
漕
ほ

か
）が
90
周
年
を
迎
え
、
秋
の
風
物
詩「
か

が
し
（
か
か
し
）
の
祭
典
」
と
し
て
も
知
ら

れ
る
11
月
の「
も
み
じ
ま
つ
り
」が
25
周
年

と
、
い
ず
れ
も
節
目
の
年
を
迎
え
る
。
そ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
複
合
的
に
つ
な
い
だ

記
念
行
事
の
計
画
な
ど
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
ペ
ー
ロ
ン
競
漕
と
い
え
ば
本
場
は
長
崎

市
だ
が
、
相
生
市
で
も
90
年
も
の
歴
史
が
あ
る
の
に

は
驚
い
た
。
市
役
所
に
も
男
女
の
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
あ
り
、
旧
石
川
島
播
磨
関
連
の
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、

市
内
に
は
数
多
く
の
チ
ー
ム
が
あ
る
と
い
う
。

　

し
か
も
市
内
の
看
護
専
門
学
校
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た

ち
が
つ
く
る
チ
ー
ム
は
か
な
り
強
く
、
特
に
男
子
の

磯
風
漕
友
会
は
近
年
、
本
場
・
長
崎
の
大
会
や
ア
ジ

ア
大
会
、
世
界
選
手
権
な
ど
で
も
優
勝
を
飾
る
ほ
ど

の
実
力
を
持
つ
と
い
う
。

　
「
も
と
も
と
は
長
崎
か
ら
相
生
に
や
っ
て
き
た
造

船
技
術
者
た
ち
の
有
志
が
、
長
崎
を
懐
か
し
ん
で
始

め
た
の
が
最
初
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
毎
年
５
月
の

ペ
ー
ロ
ン
祭
は
、
と
に
か
く
市
内
全
域
が
盛
り
上
が

り
ま
す
の
で
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」（
谷
口
市
長
）

　

ま
た
子
育
て
支
援
や
定
住
促
進
な
ど
の
現
実
的
な

施
策
の
陰
に
隠
れ
て
目
立
た
な
い
が
、
造
船
業
界
が

華
や
い
で
い
た
時
代
に
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
た
相

生
市
の
親
善
大
使「
相
生
み
な
と
の
女
王
」の
選
出
も

今
年
は
30
年
振
り
に
復
活
す
る
と
い
う
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
子
育
て
支
援
や

定
住
促
進
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
今
後
大
き
な
課

題
に
な
り
そ
う
な
事
案
と
し
て
は
、
周
産
期
医
療
体

制
の
確
立
と
、
若
い
世
代
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な

集
合
住
宅
の
建
設
事
業
の
促
進
が
考
え
ら
れ
る
。
隣

接
す
る
赤
穂
市
の
病
院
に
は
産
科
が
あ
る
が
、
周
産

期
医
療
体
制
の
構
築
は
西
播
磨
地
区
全
体
の
問
題

と
し
て
依
然
残
る
。
中
心
都
市
の
一
つ
で
あ
る
相

生
市
の
今
後
の
取
り
組
み
に
も
注
目
し
た
い
と
こ

ろ
だ
。

　

ま
た
、
昨
年
は
４
月
に
「
子
育
て
応
援
都
市
宣
言
」

が
行
わ
れ
、
定
住
促
進
室
も
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
で

あ
っ
た
た
め
、
行
わ
れ
た
事
業
の
多
く
が
各
担
当
部

署
内
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
に
偏
り
が
ち
だ
っ
た

の
も
否
め
な
い
。
そ
の
辺
り
の
対
策
に
つ
い
て
、
谷

口
市
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
と
も
あ
れ
、
関
連
の
各
施
策
・
事
業
は
順
調
に

ス
タ
ー
ト
を
切
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
子
育
て
世

代
の
男
女
、
あ
る
い
は
近
い
将
来
に
子
育
て
世
代
と

な
る
男
女
へ
の
直
接
的
な
リ
サ
ー
チ
な
ど
も
積
極
的

に
展
開
し
て
、
子
育
て
支
援
に
し
て
も
、
定
住
促
進

に
し
て
も
、
対
象
者
の
意
見
を
な
る
べ
く
取
り
入

れ
、
熟
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

　

取
材
の
最
後
に
訪
れ
た
相
生
市
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
で
は
、
多
く
の
未
就
学
児
が
集
ま
り
、
お
母
さ

ん
た
ち
と
と
も
に
「
買
い
物
ゲ
ー
ム
」
に
興
じ
て
い

た
。
そ
こ
で
同
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
さ
ん
に
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
る
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
相
生
市
の
子

育
て
支
援
施
策
、
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て
の
関
心

度
を
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
面
白
い
感
想
が
返
っ
て

き
た
。

　

相
生
市
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
に
や
っ
て
く
る
子

ど
も
た
ち
は
、
保
育
所
に
は
通
っ
て
お
ら
ず
、
幼
稚

園
に
も
こ
れ
か
ら
入
る
世
代
だ
。
相
生
市
で
の
居
住

歴
は
新
し
い
人
で
も
１
年
以
上
前
に
な
る
。
従
っ
て
、

平
成
23
年
春
か
ら
始
ま
っ
た
子
育
て
支
援
・
定
住
促

進
の
各
種
施
策
・
事
業
の
恩
恵
に
は

目
下
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
預
か
っ
て

い
な
い
人
た
ち
で
も
あ
る
。

　
「
で
も
」
と
指
導
員
さ
ん
は
言
う
。

「
自
分
た
ち
が
そ
れ
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
の
は
悔
し
い
気
も
か
な
り
す

る
け
ど
、
あ
と
１
〜
２
年
も
す
れ
ば

幼
稚
園
に
入
る
し
、
３
年
も
す
れ
ば

小
学
校
に
も
入
る
。
そ
の
と
き
が
非

常
に
楽
し
み
と
い
う
意
見
が
多
い
で

す
よ
」
と
。
認
知
度
は
か
な
り
高
い

の
だ
。

　

ま
た
驚
い
た
の
は
同
セ
ン
タ
ー
に
来
て
い
る
子
ど

も
た
ち
は
、
２
人
兄
弟
ど
こ
ろ
か
３
人
兄
弟
が
か
な

り
多
い
と
い
う
事
実
。
そ
の
中
に
は
新
し
く
市
外
か

ら
や
っ
て
き
て
、
相
生
で
の
暮
ら
し
が
気
に
入
っ
て

い
る
人
が
多
い
と
の
こ
と
。
ま
た
兄
弟
を
持
つ
お
友

だ
ち
を
見
て
、
自
分
も
兄
弟
が
ほ
し
い
と
い
う
わ
が

子
の
訴
え
に
、
親
が
応
え
て
自
然
に
子
ど
も
が
増
え

て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
。
子
育
て
支
援

や
定
住
促
進
の
恩
恵
に
ま
だ
浴
し
て
い
な
い
人
た
ち

に
も
、
相
生
市
の
暮
ら
し
や
す
さ
は
既
に
じ
ん
わ
り

広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
の
、
こ
れ
ら
は
証
明
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

羅漢の里で開催される「もみじまつり」には1000体もの
「かがし」が大集合

長崎から伝来以来、90年もの歴史を誇る相生のペーロン競漕は市民の誇り未就学児童の親子が多く訪れる相生市子育て学習センター
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